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ものづくり人材の確保・育成に関する調査結果



まえがき 

 
近年では、ICT（情報通信技術）だけにとどまらず、I o T（Internet of Things、モノのイ

ンターネット化）やビッグデータ、人工知能（AI）などを活用した第四次産業革命が注目を
集めている。これらの先進的なデジタル技術の活用は、企業の生産性を向上させるとともに、

新技術の開発などにより競争力をさらに強化することにつながる可能性もある。 
一方、99%が中小企業で占められる製造業では、新規学卒者の大企業志向や若者のものづ

くり離れ等により、相変わらず人手不足の状況に置かれている。人手不足を補うために、デ

ジタル技術を活用するという戦略も考えられるものの、費用やノウハウ、人材の不足などが

ハードルとなり、多くの中小企業においては、現在もそれほど進んでいるとは言えない状況

にあると考えられる。中小企業の多い製造業で、デジタル技術の進展に対応していくために

は、今後どのような人材育成が必要となってくるのであろうか。 
 当機構では、こうした問題意識から、製造業におけるデジタル技術の活用と、それに伴う

人材確保、育成の現状を把握するとともに、今後に向けた課題等を探るため、2019年 11月
から 12 月にかけて企業アンケート調査を行った。本報告書は、同調査の結果をとりまとめ
たものである。なお、調査データの一部は、令和 2年（2020年）5月に閣議決定された「令
和元年度ものづくり基盤技術の振興施策」（令和２年版ものづくり白書）にも活用された。 
 アンケート調査にご回答いただいた企業にこの場をお借りしてあらためて感謝申し上げた

い。本報告書が関係各位の方々に少しでも役に立つものになれば幸いである。  
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独立行政法人 労働政策研究・研修機構 
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本文中の用語の定義 

 
・技 能 系 社 員：現場でものの製造（切削、加工、組立、検査など）を直接担当している

従業員。 
 
・技 術 系 社 員：(a)基礎研究・基盤技術などの研究、(b)製品開発・技術開発、(c)既存の製

品の改良・改善、(d)高度な技術的知識を活かした「品質・生産管理」「エ
ンジニアリング・セールス」「製品販売先への技術的アフターサービス」

などを担当している従業員。 
 
・ものづくり人材：技能系社員、技術系社員の総称（特にことわりがない設問では、正社員

のこと）。 
 
・労 働 生 産 性：「従業員一人当たりの付加価値」。本調査では、売上・利益の向上や組織

力のアップなどに結びつく、生産工程の効率化や製品の高付加価値化な

ど自社の「強み」を伸ばす取り組みを実施することを「労働生産性を向

上させる」と捉えることとします。 
 
・デジタル技術：ＩＣＴ（情報通信技術）やＩｏＴ（モノのインターネット化）、ＡＩ（人

工知能）周辺技術（画像・音声認識など）、ＲＰＡ（ロボティック・プロ

セス・オートメーション）など、製造現場で使われる新技術（これらの

技術を使って収集したデータを分析し、活用することも含む）。 
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